
  「沿岸域の環境、その未来」をテーマに企業、研究機関や行政機関による次のような沿岸域の環境修復・創造技術を展示
します。�

　（予定されている展示）�

　　●沿岸域の緑化や階段式護岸などの親水空間の創出技術�
　　●連続した親水空間を利用したエコツーリズムプロジェクト�
　　●沿岸海域の都市再生への提言�
　　●透過式構造や緩傾斜石積護岸の護岸構造への機能付加技術�
　　●パイプ式の消波透水技術�
　　●人工干潟や人工砂浜などの浅場の造成技術�
　　●人工ラグーンなどの湿地の造成技術�
　　●導流堤等の底質改善技術�
　　●藻場造成を目指した消波ブロック技術�
　　●人工魚礁等の生息場の創出技術�
　　●保水コンクリートを使った緑がいきる護岸の創出技術�
　　●コンクリート護岸でのカニの再生などユニークな生息場の創出技術�
　　●様々な廃水処理や水質浄化、水処理技術などの水質改善技術　　　　　　　　　等�

「環境修復・創造エキスポ」と�
「環境教育フェア」を同時開催�

［環境修復・創造エキスポの特徴］�

　「子どもたちの明日に美しい沿岸域を残すために」を目的に「海と水」による、環境を大切にする２１世紀を支えるこころ
豊かな人づくりをテーマに、環境教育に関連した内容を展示します。�
　展示内容は、NGOや市民活動を中心にしたもので、皆さんが実際に触れ、参加し、体験できるものです。小学生や家族連
れでもご参加いただけます。�

　（予定されている展示）�

　　●ユネスコによる海外の環境教育教材や日本の各地で使われている代表的な環境教育教材展�
　　●環境を見据えた原風景調査・環境マップづくりの実践報告�
　　●地域の環境シンボルとしての「アカウミガメ」「カブトガニ」や「スナメリ」等のの生態系保護・調査報告�
　　●原油流出事故展示や様々な本物の沿岸ゴミ等の展示による海の環境破壊展�
　　●今話題の「センスオブワンダー」にも触れられるレイチェルカーソン展�
　　●学校や市民活動、ＮＧＯ活動でのユニークな環境教育実践事例�
　　●こどもエコクラブの活動報告やみんなで作成した壁新聞の展示�
　　●公害教育からの変遷を考えながら見てみたい代表的な公害の紹介�
　　●エコグッズなどが当たる環境ゲームや世界の環境教育についてのお話し、ミュージカルが楽しめるステージ�
　　●海藻のしおりづくりや潮だまりの生物に触れられる交流広場�
　　●環境教育教材やエコグッズの展示販売　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等�

［環境教育フェアの特徴］�

　21世紀の沿岸域の環境の修復・創造と都市再生に向けて、沿岸海域における様 な々最新の環境修復・
創造技術とその先進事例を展示し、参加者が共に考え、学び、連携する場として開催される「環境修復・
創造エキスポ」と、明日に美しい沿岸域を残せるように環境にやさしいこころ豊かな人づくりをテーマにした
「環境教育フェア」を同じ会場で開催します。�

◆開催期間　11月18日（日）～19日（月）　10：00～17：00　＜入場無料＞�
　　　　　　18日　9：45～　オープニングセレモニー�
◆場　　所　神戸国際展示場　1号館　1階�
　　　　　　（三宮駅からポートライナー　市民広場駅下車西方　向う）�
◆問 合 せ　EMECS2001実行委員会事務局（TEL 078-252-0234）�
　　　　　　開催時　EMECS2001展示運営事務局（TEL 078-303-4000）�
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